
 

 
 

 

  ★★  特特許許文文献献検検索索手手段段のの拡拡大大  ★★  

 

１. 外国特許文献検索 

既にご存じでしょうが、「J-Plat-Pat」内の「特許・実用新案テキスト検索」では、アメリカ、中国、

欧州特許情報が検索可能です。中国、韓国の文献に関しては、「J-Plat-Pat」内の別メニューである「中

韓文献 翻訳・検索システム」（岡本特許ニュース 167号参照）を利用することもできます。 

 

２. J-GLOBAL 

「J-Plat-Pat」内の「特許・実用新案テキスト検索」の中に「J-GLOBAL」の項目があることにお気づ

きでしょうか。「J-GLOBAL」は科学技術振興機構が運営する、非特許文献（論文等）を主体とした科学

技術情報のデータベースです。「J-GLOBAL」でも特許情報の検索ができますので、「相互乗り入れ」の

関係にあるといえます。しかし、「J-Plat-Pat」側から「J-GLOBAL」を検索すると、出願人、特許分類、

公開日情報等は無視され、「キーワード」検索だけの粗いものとなります。「J-GLOBAL」を利用すると

きには、「J-Plat-Pat」を介したものではなく、直接科学技術振興機構の本家版「J-GLOBAL」に当たら

れるほうがよいようです。 

 「J-GLOBAL」のシソーラス map（同義語・類義語辞書）や「科学技術用語」も有意義に利用することが

できます。 

 

３. FOPISER（フォピサー） 

「J-Plat-Pat」ではなく、特許庁のホームページメニューに「外国特許情報サービス FOPISER」とい

うものがあります。これは今年の 8月 7日から利用可能となったばかりのものです。次のような特徴を

有するとされています。 

① ロシア・台湾・オーストラリアの特許・実用新案文献、及びロシア・台湾の意匠文献を蓄積し、日本

語による使いやすいユーザーインターフェイスで文献番号を指定して、これらの文献を照会すること

ができる。 

② ロシア・台湾・オーストラリアの特許・実用新案文献については、分類情報、キーワード（英語）な

どを用いて簡易検索することも可能である。 

③ 機械翻訳により、日本語でこれらの文献を照会することができる。 

④ 本システムはクラウド上に構築されているので、インターネットを介して一般ユーザーが容易に利用

することができる。 

⑤ 文献を掲載した諸外国の知財制度等の関連情報へ容易にアクセスできるようにリンク集が掲載され

ている。 

⑥ 将来的に、フィリピン、シンガポール等の特許情報の掲載も予定されている。 
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